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Outcome

指 標

総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率13
  指標の意義
・��黄色ブドウ球菌自体は皮膚に常在する場合があり、従って単純にMRSAの検出患者数をモニターした場合は、結果

が検査数に影響を受けるため、総ブドウ球菌数を分母とすることで標準化する。

  指標の計算式、分母・分子の解釈
各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 期間内の MRSA 検出患者数

分母 期間内の黄色ブドウ球菌検出入院患者数

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法 患者数の重複に留意

  考察
【2015年年間数値報告】
最小値25.42　25％値49.52　中央値57.24　75％値65.17　最大値86.89
回答病院68病院
【考察・分析】
　民医連の病院の病棟機能は様々であり、一般的な急性期病院の数値との比較は困難かもしれませんが、57.24とい
う中央値は高いと考えます。入院患者の背景が影響を与えるため、自院での活用は持ち込み症例の判断などが必要です
が、数値の高い病院では、一定の院内伝搬が起きていると言わざるを得ないと考えられます。
　2年連続でデータ提出のある69病院の比較では平均-2.14±9.76であり、大きな変化は見られていません。
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指標 13 Outcome総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率
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